
西
大
村
出
張
所

日
月
7
日

大
村
市
役
所

日

月

9
日
1
H

ぬ

町

一

国
民
年
金
法
に
も

一
西
大
村
、
大
村
の
両
地
区
は
都
合
一

月
初
日

一
年

一
と
ず
く
福
祉
年
金
の一

で
つ
ぎ
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
一
と
の
地
区
で
棄
で
き
な
か
っ

一
祉

一
謂
求
日
割
は
、

八
月
一
す
か
ら
、

そ
の
期
間
に
完
了
し
て
一
た
人
は
日
月
初
日
ま
で
に
掲
組
事

長

門

一
一
日
号
市
政
だ
よ
り
一く
だ
さ
る
さ
つ
お
願
い
し
ま
す
。一
務
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

一

(

福

祉
事
務
所
)

¥ 10月下旬号)

十
一
番
の
十
六
宅
地
三
十
六

一も
あ
る
。

-

円

…

で

大

村

市

坪

一ニ
全
ハ
勺

一
0
・観
光
と
い
え
ば
、
今
夏
は
犬

挙

一

イ

ん

妻

、

学

武
部
郷
二
百
四
十
一
番
の
十
六

一利
市
に
と
っ
て
、
観
光
客
の
当
り

一
一
円
園
川
、
，

v

校
体
育
連

一

一

家

屋

番

号
同
郷
六
百
四
十

一
番

一年
で
も
あ
っ
た
。
玖
島
崎
、

松
原

葬

?

ウ

い

一

市
税
滞
納
に
よ
る
差
押
財
産
を
一

一

b
u
…

ラ

一

盟
主
催
の

一つ
ぎ
の
と
お
り
公
売
に
付
し
ま
す
一

木

造

量

二
階
家
賃
席

一
棟

一海
水
浴
場
富
当
五
、

佐
賀
万

一

ヲ

ゲ

第

十

回

体

一か
ら
買
受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
一

建
坪
十
七
坪一

合
八
勺
外
二
階

一面

T
殺
到
し
た

P
T
A
な
ど

育

い

合

裏

は

十

一

で

印

鑑

持

参

の
う
え
と
書
集
く
J
-

一

十
四
坪
一
合
九
勺

一色

/
万
を
数
え
、
県
下
唯
一

の
名

体

一

一

時

…

月

二
十

五

一

さ

い

。

ア

一⑦
並
松
郷
字
東
並
松
三
百
二
十
四

一所
と
な
っ
た
大
村
空
港
を
は
じ

~

一

一

審

宅
地
五
十
四
坪

一

め、

火
力
発
電
所
な
ど
他
市
に
も

童

徒

…

日
~
日
午
前
九

一ム
公
売
日
時
十
月
二
十
九
日
午
一

一

一

一

一

並
松
郷
三
百
二
十
四
番

掠
屋
一た
な
い
施
設
を
視
察
。
い
ま
ま
で

児
生

γ
2
一
時
か
ら
市
一
後
二
時

一

番
号
同
郷
百
四
十
七
番
木
造
一陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
。
開
光
施

内
の
小
中
校
生
徒
を
は
じ
め
幼
稚
三
葬
場
所

大
村
市
役
所
税
務

一

毒

装

豪

一

棟
建
坪
三
十
一設

毛

異

句

同
音
に
ほ
め
て
い

E
E
L
S
E
-
Z
E
・
E
・
--Ei--zu一ur
-
-
-
-
z
z
i
t
(日
時
、
場
所
、

区
域
の
順
)

一園
児
を
含
め
約

一
万
五
千
人
が
参
一
課

一

四
坪

一た
。

許

可

証

更

新

て

が

倹

査

マ

m月
管
午
前
九
時

1
午
後
一二一

加
し
て
挙
行
さ
れ
ま
す
。

一ム
会
方
法
一
般
競
争
入
札

一

村
周
木
造

童

美

ま

一
棟

t
o自
宅
の
床
の
間
は
他
人
が

狩

猟

用

の

銃

砲

万

剣

類

時

本

署

二

階

本

庁

地

区

、

一

乙
の
日
は
、
小
中
校
生
徒
に
よ
三
代
金
納
付
方
法
即
納

一

建
坪
十
二
坪

一賞
め
る
み
た
と
え
。
し
か
し
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
狩
猟
町
の
一
猟
銃
、

空
気
銃、

刀
剣
類
(
但
し

一

西
大
村
地
区

一る
マ
ス
・
ゲ
l
ム
や
今
年
度
か
ら
一

ム
農
地
に
つ
い
て
は
県
知
事
の
発

一

付
周
木
造
草
葺
平
家
物
置

一
棟
一と
の
声
を
野
放
し
に
受
取
る
わ
け

1
l
i
l
l
-
2

一マ
賢

官

午

前

九

時

l
午
後
三一

新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
込
ま
れ
一
す
る
適
格
証
明
書
を
有
す
る
も

一

建
坪
三
坪

一に
は
い
か
な
い
が
、
と
う
い

っ
た

ー

ペ

|

|

|

一

一
一

時

禿
鶴
夫
方
萱
瀬
地
区

一て
い
る
の
は
、

平
和
の
象
徴
と
い
一

の
に
限
り
入
札
右
許
可
す
る
。

一⑤
電
話
加
入
権
大
村
局
八
七
六
一と
乙
ろ
に
、
・
器
一辞
で
は
な
い
真

血し

ょ

う

ー

一

一二

マ
叩
月
お
日
午
前
九
時
1
十
一
時
一
わ
れ
る
鳩
百
羽
を
会
場
に
放
っ
て

一

公

売

物

件

一

番

(

税

務

課

)

一実
の
ヨ
サ
を
わ
た
し
た
ち
は
早
く

~、

自
転
車
の
鍵
か
け
も
、

一二

福

重

巡

査

駐

在

所

福
重
地
区
一
審
彩
る
ほ
か
、
七
彩
の
風
雲
一
①
大
村
市
宮
の
原
郷
申
江
五
百
七

一

一l

j

一

連
し
、
そ
の
ヨ
サ
を
最
大
限
に

帳
、

忘
れ
ず
に
実
?
る

一二

za日
午
後

一
時
1
四
時
一
飛
ば
し
て
、
大
会
気
分
を
あ
お
る
一

十
六
番

一
反

歩

一

l
i
i

O
四
季
の
う
一泊
か
す
乙
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な

目を
つ
け
ま
し
ょ
う
一

一一二
消
防
団
十
二
分
団
結
所
松
原
一
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一@
一
点
字
池
の
本
四
百
五
十
六

頭

盤

ち

で
、

一
審
し
の一

ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
れ

明

防

犯

活

動

体

制

の

一

二

地

区

一

芝

、

実

リ
レ
ー
を
行
な
い
一

番
の
第

一

畑
六
畝
十
歩

一
関
鈎
閥
ぎ
よ
い
の
が
こ
の

一は、

ひ
と
り
観
光
面
ば
か
り
で
は

耳

隣

近

所

伝

票

一

一

一

Z
Z日
午
前
九
時

i
正
午

一競
技
の
神
聖
さ
重
心
に
培

2
一
@申

書

町

百

五

十

番

の

二

宅

時

騒

時

期

。

一な
く
、
円
常
生
活
の
な
か
に
も
、

品
く
い
っ
て
い
な
か

τ
た
た
一
一二

原
口
巡
査
派
出
所
竹
松
地
区
一い
う
の
が
狙
い
で
あ
り
ま
す
。

一

地
三
十
五
坪一

合

一
勺

由

臨

闘

と

と

し

も

風

水

一ぞ
の
気
に
な
っ
て
ゐ
つ
め
を
、

戸
、
被
害
に
か
か
っ
た
と
い
一
一二

2
月
初
日
午
前
九
時
↓

一
時
一

菜
、

ζ
の
大
会
席
上
で
永
年
一
実
村
市

一
ノ
郷
字
梶
ノ
尾
五

百

頭

組

票

総

選

っ
一小
さ
む
と
と
で
も
、
で
で
き
そ
う

察
い
く
ら
も
あ
リ
ま
す
一
一二

三
浦
巡
査
駐
在
所
三
浦
地
区
一学
校
体
育
に
功
労
の
あ
っ
た
人
を

一
十
九

番

畑
三
畝
二
十
歩

一
欝

蟻

た
農
家
に
と
っ
一
で
あ
る
。

同の
社
会
生
活
を
営
む
以
上
一
一
二

マ

叩
月
初
日
午
後
二
時
J
四
時

一表
彰
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す一
⑤
大
村
市
原
口
郷
字
立
小
路
百
九

一
旗

鴎

盛

て
、
喜
び
を
か
く
一O

大
挙
御
入
来
の
観
光
客
に
よ

μ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
自
一
一二

鈴

田

巡

査
駐
在
所

鈴

団

地

区

一

(

市

教

委

二

十

六

審

畑

三
畝
四
歩

一

し
き
れ
な
い
実
り

一
っ
て
、
。
自
宅
の
床
の
間
各

改

ど
援
助
努
し
合
っ
て
、
一
一二

(

大

村

腎

察

署
)一

一
@
大
村
市
武
部
郷
字
武
部
二
百
四

一の
秋
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
と
き
で

一め
て
見
直
し
た
格
好
と

な
っ
た

苓
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
一
一二

h
1
H
H
hリ
h
J
l
f
W
H
i--
-
i
L
d
L
A--
V
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
H4

一

見

ば

効
果
は
あ
り
ま
せ
一
一
一
事
業
の
?
恥
勘
九
資
制

一
か

?

れ

し

V
T
F
U
F
Fい
訓
む
し
「
1

1

1

-

一れ

日

わ
村
山
同
日
間

十

q

v

で
「
防
犯
当
審
制
を
し
一
二
認
定
事
務
室
は
、
従
前
ど
お
り

一曹
を
受
取
っ
て
い
な
い
か
た
は
保
一う
お
願
い
し
ま
す
。

一
祐

部

隊

の

運

動

会

一み
た
い
、

つ
ま
り

2
2
1

百
犯
連
絡
所
の
利
用
」
一
二
保
険
補
生
課
で
扱
い
ま
す
。

一険
衛
空
課
ま
た
は
出
張
所
の
窓
口
一

{
保
険
衛
生
課
)

一

創
立
五
周
年
で
盛
大
に

一と
い
ろ
衝
動
に
か
円
れ
る
。

」を
考
え
て
盗
難
に
か
か
ら
一
一二

(

庶

務

観

)

一

!、、、、、

jhiss、

iミ
ー
号
、

i
i
j

一

一
O

九
月
二
十
日
の

o
航
空
デ
1

よ
う
に
お
互
い
に
協
力
し
一
「

了

i

l

l

-

一

二
階

建

フ

ロ
ッ

ク

一

陸
上
自
衛
隊
大
村
監
と
ん
部
隊
一
は
県

下
で
初
の
催
し
だ
っ
た
だ
け

v

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

九

月

ま

で

の

ご

み

手

一

大

村

警

察

署

が

米

春

完

工

一で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
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大

村

西
大
村

の
請
求
日
割
を
変
更

たらしてみあ。

りよ

請
求
日
割

m月
初
日
!

可
日
認

)
物

別
便

月
重種

川

ω一二
年一一
一

M
M

一

勺

和
一叫一

1
j
t

昭
和
一
大
村
保
健
所
で
は
二
十
日
か
ら
一曜
凶

(午
後

一
時
か
ら
二
時
ま
一

…

の

一

笠

違

反
犬
の
捕
獲
を
は
じ
め
ま
す
。
一で
)
大
村
ト
書
で
行
な
い
ま
す
一

一
混

…

-

一

一

一

一
味
一
一
九
月
十
m
議
案
」

一
の
賦
課
と
徴
収
事
務
老
、
十
月
十

一生
後
=
一カ
月
以
上
山
未
登
録
犬
笠

ま
た
登
録
並
び
に
注
射
終
了
犬
で
一

…
倹

一

一

)
一
び
に
第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
未
一も、

証
雲

つ
げ
て
い
な
い
場
合
一

一
純

一

大

村

喜

設
置
条

五

日
か
ら
税
務
課
で
取
扱
う
と
と

「

一
了
犬
は
直
ち
に
登
録
並
び
に
注
射
一は
違
反
犬
と
し
て
捕
獲
さ
れ
ま
す

一

戸
川
い
…

例
の
一
部
が
改
正
一と
な
り
ま
し
た
の
で
大
村
市
課
投

を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

一

の

で

ご

注

意

く
だ
さ
い
。
不
要
犬
一さ
れ
、
従
来
保
険
衛
生
諜
で
取
扱
一
置
条
例
施
行
規
則
を
改
め
事
務
取

な
お
、

注
射
は
毎
週
月
、
水
、
金
一
は
保
健
所
へ
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

っ
て
い
ま
し
た
国
民
健
康
保
険
税
一
扱
い
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
ま
し

だ政市村大(毎月1日，10日20日発行〉

未
登
録
犬
は
捕
獲

保
健
所
で
初
日
か
ら

① ジユ ツと音がすると 130度、ア

以上のととを覚えていると便利です

美
智
聞
と
し
て
登
録
さ
れ
た
も
の

を
除
く
)
の
所
持
許
可
証
が
、
ぎ

た
る
十

一
月

一
日
以
障
は
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
狩
猟
解
禁
前
に

例
年
行
な
っ
て
お
り
ま
す
検
査
を

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
レ
、
あ
わ
せ

て
許
可
証
の
書
換
え
を
い
た
し
ま

ず
か
ら
、
所
持
者
は
指
定
さ
れ
た

日
に
現
物
と
許
可
証
を
持
参
し
て

ぐ
だ
さ
い
。

ビニロン

公
売
お
知
ら
せ

木綿のブラウス、ワンピース。

② ヂユ ッと音がすると 150度位、

のブラウス、スカー ト。

絹、 レー ヨンのブラウス。

⑤チシ ッと音がすると 200度位、

お
日
・
家
屋
、
土
地
、
電
話

ナイ ロン、セテー ト、

検
査
日
時
、
場
所



に
ぎ
わ
っ

山
口
議
光

一

明
、
秋
田
一
男

ム
一
等

家
二

木
炭
は
日
常
の
生
同
に
欠
く
ら
子
。

オ
な
ど
は
下
級
品
で
す
。

〔
豚
〕

A
優
等
村
上
友
衛、

一

間
義
人
、
林
冬
宮
、

船
木
秀

こ

と
と
の
で
き
な
い
も
の
の

一
つ

ま
た
の
ほ
か
、
切
炭
の
ダ
ン

〔
割

れ
〕
小
さ
い
削
れ

一

上
野
安
雄
、
藤
尾
正
、
井
石
室一

地
、
溝
口
削
雄

会

等

昌
一一

で
す
が
、
い
ざ
そ
の
良
し
思
し
ボ
ー
ル
人
り
(
特
、
一
、
二
級
の
も
の
が
良
く
大
き
い
割
れ
や

一

本
年
八
月
十
円
か
点
鹿
児
品
、

治
、
桑
原
正

一

回
学
、
渡
辺
襲

、

松

崎
竹
二

を
見
わ
け
る
と
と
と
な
る
と
腕

品
、
一一一
キ
ロ
、
五キロ
、
七
・
五

裂
け
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ト

宮
崎
、
隈
本
の
三
県
に
牛
の
流
行

一

ム一

等

三

弦
谷
邦
男
、
荒
木一

次
、
佐
藤
忠
則
、
清
水
増
雄
、
ご

き

ま
ね
、

周
は
山
屋
を
信

f
入
り
)
な
ど
が
あ
い
ま

す

円

色
つ
や
〕

皮
の
部
分

一

性
感
冒
が
発
生
し
、
千
数
泊一
聞
が

個
人
の
部

一

一ニ男
、
中
山
夜

、

桑
原

忠

一

赤

星

一

，

一

一
周
し
て
!

と
い
う
主

主

〔
か
た
ち
〕

奈

良

が
灰
白
色
か
、
黒
色
で
、
小
口

一

か
か
り
、
ま
す
ま
す
摺
加
し
て
い

〔
乳
牛
〕

♂

優
等

林
田
秀
一

ム
二
等

山
浦
政
雄
、
葉
山
議
一〔
鶏
〕

ハ
優
等

井
川
弘
、
松
二

っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
そ
と
つ
き
の
も
の
の
方
が
火
っ
き
火

一聞
に
高
光
沢
り
あ
る
G
の

が

ま
ず
。
県
で
は
と
れ
川
予
防

ωた

夫
、
田
添
増
市
、
山
下
正
俊

一

政
、
岡
山
熊
次
郎
(
二
頭
)
、

一

回
昇
、
卒
野
政
武

ム一

等

二

で
見
わ
け
方

ω
一応
の
メ
ド
を
持
ち
が
よ
く
、
制
り
も
の
は
火

良
品
で
す
。
木
タ
ー
ル
が
つ
い

一

め
十
月
九
日
か
ら
当
分
の
間
前
記

ム
一
等
平
副
書
、
官
補
八
一

山
田
九
州
男
、
悶
喜

太
郎
、
一

松
浦
広
、
船
尾
政
雄
、
平
野
源

三

お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

う

。

つ

き
が
お
そ
い
が
長
持
ち
し
ま
て
い
た
り
、
赤
樹
色
の
も
の
は

一

一長
か
ら
牛
お
よ
び
雲

に
汚
染

百
音
、
小
玉
議

、

吉
本
吉一

秋

葉

雄、

渡
辺
市
次

一
治
、

主
義
光
、
松
尾
妻

、
二

〔

俵
と
目
方
〕

5
j
j
l

良
い
木
炭
と
は
い

一

し、

ま
た
は
汚
染
レ
た
お
そ
れ
の

郎
、
末
号
、

久
保

賢

一
編
羊
〕

A
優
等
久
保
利
一
中
島
助
作

会

一
等
神
近
義
二

俵
は
カ
ヤ
俵

入
れ
で
1
一

木

炭

の

見

わ

け

方

て

え
ま
せ
ん。

一

あ
る
物
品
の
移
人
を
禁
止
レ
ま
し

ム
一
一
等

前
川
与
、
溝
口

語
一

夫
、
東
番
次
郎

ム
一
等
上
一

光
、
国
語
、
清
原
テ
レ
、

土

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
り

E

j

jん

〔
は
ね
〕
表
互
一
川

い一
た
。

(
農
林
課
)

駒
木
議
弘

愛
台
久

一
、
山
田
一

奪

回
郎
、
山
口
常
夫
、
大
水
一

回
消
、

藤
田
豊
作
、

L栄
三

に

な
っ
て
値
段
ぎ

か

ら

見

た

だ

付

で

了
一

大

根

栽

培

に

朗

報

一
い

…
一

伊

勢

湾

台

風

の

単

一一

一町四一一
民
間中
F
U一一一日
一山

一一
h
H
H
寸評で…
一け話誤認

村

金

一

社

一

ニ

四

て

野

附

虎

齢

轍

閥

均

齢

機

織

機

繍

騎

一

二
万

折
れ
た
も
の
が
多

る
の
が
良
質
で
す
。
ま
ず
か
ら
ど
注
意
く
だ
さ
い

0
4

ん
は
笛
の
原
郷
の
開
型
地
十
る
前
で

U
H
r一持

必

芸

評

雄

ム

五

回

川

語

、

松

麟

脳

鯛

離

馳

鞠

:

¥

勝

機

議

麟

一
一
二

…

く

、
品
質
の
思
い
〔
重

さ
〕
手
に
持
つ
ご

一
一川

ー
符
が
も
て
る
こ
と
に
な
り
ま
川
一や
現
地
に
直
送
大
れ
た
方
は
ど
面

添
実
雄

弁

手

選

、
神

原

隆

機

灘

鱗

鰯

繍

灘

駅

灘

鑓

翻

翻

一

一
…

舌

…
眠
く
て
や
む
ら
か
ド
ッ
ン
リ
と
草
昧
を
感
じ
る
ご
注
意
】

量
国
の
足
り
な
い

一一

一

ア
ー

ル
を
巾
の
農
耕
用
ト
一
ノ
じ
た

(世

話

)

…

一回
で
す
が
福
祉
国
務
所
に
ど
連

芳

、

徳

島

力

雄

、

中

尾

大

太

、

齢

麟

鴨

蹴

鱗

欄

麟

鱗

鱗

機

鱗

一
一
一
長

い

長

持

ち
の
し
な

の
は
質
が
良
く

軽
い
貯
の
は
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
喜

一一

…
・

2
1深
耕
し
て
十
棋
を
(
写
真

H
Bト

ラ
ク
タ
一

一絡
頂
付
ば
幸
い
ど
思
ド
ま
す
。

福
田
百
喜
ム
ニ
等
中
川
実
織
鱗

2
15醸
酪

機

織

機

級

機

闘

機

鱗

額

一
一
…

一

い

も

の

が

多

い
か
尾
ち
し
ま
せ
ん

ク
リ
、
ド

2
υ
Zパ
ま
J

ょ
う
。

一
一…
栽
培
し
、
と
の
ほ
ど
収
砲
レ

1
深
耕
地
L
で

晃

容

)

川

一

累
計
現
金
十
二
万
百
四
十

雄

、

森

喜

、

福

田

芳

雄

、

出

離

騒

明

遺

鱗

藤

一

一い

け

い

1

1

1

1

1

1

1

1

l

1

1

1

1

1

1

1

l

一一
一

ま

し

た

が

、

誌

に

つ

く

コ

円

衣
類
一
一
十
五
と
ん
包

口

騒

二

、

平

山

勝

則

、

震

光

離

喝

N
i削
機

感

麟

機

器

保

母

の

講

習

と

試

験

一〈
保
吋
試
験
十

一
月一

一十

円

か

一

ハ

求

人

案

内

L
z
i
p
-z
i
d韓
襲
喜

雄
、
田
川
周
て
山
内
佐
寓
夫
¥
今
一
配
邑

腰

訓

鴻

鵠

鰯

一

一

ら

二

十

六

日

才

で

講

習

会

場

と

二

丁

一一
千
五
セ
ン
バ
号
、

開

籾

伊

忍

行

錯

錨

圏

松
添
為
作

一繍

阪

潮

崎

圃

圃

圃

f駄
盤

機

鑓

議

一
県
で
は
五
年
度
第
二
阿
保
叶
部
一

同

じ

一

ム
か
ま
ほ
と
製
造
工
愛
知
県
山
一…

!

一

¥

ー

圃

照

諸

税

変

警

察

F
I
L
U陥
瀦
趨

〔
馬
〕

ハ
優

等

牧
山
武

夫

、

機

¥
d
a園
開

開

高

時

繍

一堂

び

に

保

母

講

賓

客

つ

ぎ

の

一

一

供

商

盾

男

十

八

J
一一十一ニ
才
一川
牛
符
で
万
九
所
に
で
き
た

圃

螺

齢

言

謬

i
u協
瞳

秋
田

一
男

ム
一
等
森
田
秀

勝

戦

島

面

開

襲

撃

撃

騒

一と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
希
望
一ゐ
巾
書
提
州
期
間
い
す
れ
も
一

一ニ
入

手

取
一ヘ千
円
λ
八
千
円
一工
程
く
ら
べ
、
八
円
ン
れ

翻

議

管

長

』

盟

理

域
機
繍
縦
愛
猫
園

田

圃

総

経

鰍

欝

総

額

欄

縦

一

一

十
円
二
十
円
か
り
二
十
六
日
ま
一
十
月
十
七
日
ま
で
日

貿

欝

潔

齢

F
E
E
S
轟
轟
轟
韓
鏑
醐
髄
盤

j
j
j

i

j

減

護

国

園

開

議

離

騒

一言
語
人
児
童
諜
へ
申
請
孝
一

で
、
な
お
、
く
わ
し
い
と
と
は
一
〈
製
綿
工
志
議
業
(
株
)

一

1
1
5
2
幽
隈
噂
鞠
鶴
閣
閣
購

ペ
写
真
は

乳

牛

の

部

の

審

査

風

景

)

悩

開

通

凋

齢

麟

麟

鱗

鶴

一

H
U
A
-
-組

事
務
所
へ
お
た
す
ね
く
だ
一
男
女
不
問
三
十
五
才
ま
で

一…
の
が
で
斉
ま
し
た
。

麟

曜

糟

漉

議

機

劇

融

問

魁

j
j
j
j
j
j
i
l
j
j
j

?
i
蒋

一一一一
'
i
i
v毅
繍

鑓

灘

機

議

議

一

一

さ

い

G

(

幹
事
務
所
)
一
日
給
一
一
一百
五
十
円
J
七
百
円

一川
い
ま
ま
で
司
郷
の
土
地
こ
ま

薗

線

級

夢

S
F1
j
M
圏
胸
躍

い

よ

¥

一-一-
一一…一一議

議

機

機

鑓

」

一

ら
十
円
ま
で
、

佐

世

保

市

矢

一

一

(

食

智

子
千
五
百
円
)

一九

l

j

開

鱗

髄

ヨ

司

君

」

脳

園

聞

置

た
畜
産
共
進
会

国
体
優
勝
は
西
大
村
地
区

2 

-
e 

-
制

. 
回

‘ー. 
骨. 

(第226号)

鰐
十
凶
回
大
村
市
宙
産
共
進
会
一鈴
田
⑦
賞
制

は
十
九

一
日
午
前
九
時
か
ら
玖
島

崎
の
補
助
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

乙
日
各
地
区
で
選
抜
さ
れ

た
乳
牛
、
馬
、
豚
、
緬
羊
、
山
羊

な
ど
百
六
十
頭

鶏

三
十
番
が
出

品
さ
れ
、
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

市
内
外
か
ら
数
千
人
の
容
観
者
を

集
め
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
出
品
畜

は
審
査
の
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
し
た
。

な
お
、
畜
産
振
興
に
功
労
の
あ

っ
た
ン
ぎ
の
七
氏
に
大
村
市
長
代

理
渋
江
助
役
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
c

(

敬
称
略
)

〔
鶏
〉
卒
抑
源
治
(
原
口
郷
)

〔
和
牛
)
田
島
熊
市
(
並
mm
郷
)

〔豚〕

升
石
重
治

(
諏
訪
郷
)

(馬
〕
牧
山
武
夫
(
桜
馬
場
川
)

〔
山
羊
〕
石
ト
繁
雄
(
岩
松
郷
)

〔
乳
牛
〕
前
川
武
夫
(
竹
山
町
郷
)

〔
緬
羊
)
勢
一
月
留
市
(
原
口
郷
)

りよアご政市村大

団
体
の
部

∞
西
大
村
②
竹

松
郎
福
重

ω大
村
①
松
原
⑤
一
ニ
浦

(毎月1日，10日，20日発行〉

消
防
関
係

:
ニ
百
六
十
万
五

千
四
百
円
l
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
一
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
台

の
栴
設
費

牛
の
流
感
で
移
入
禁
止

熊
本
鹿
児
局
宮
崎
に
発
注

(写貞は=目先に:fuまれた炭〕
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d
m
U
H
u
n
g
M即

マ
大
村
青
年
会
議
所
で
は
、
き
る
九
月
七
、
八
日
武
部
郷
福
住
旅
館

で

ぶ

マ

大
阪
堅
議
常
研
究
所
長一
議
繁
儀
氏
そ
講
師
仁、

会
開
三
十
数
名

ム

マ

が
参
加
レ
て
商
白
鮮
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
き
ま
し
た

0

・
:
j
i
-
-
:
:

ム

マ

同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
が
で
き
な
か
っ
た
、
か
た
に
、

連
藤
講
師
の

ム

マ

講
演
要
旨
を
知
ら
せ
し
ま
す
。
j
i
--;
:
:
a
i
--::
:
j
i
-
-
:
:
-

A

ナーノレ
"JV/Nl〆"，，///Y/.〆Y〆..，，'////，〆ノ〆〆ア〆..... /.ノノ/〆'//，，/~〆〆'，，，

…
H

売
る
コ
ツ
H

は
庖
に
容
の
目
を

…
葉
が
流
行
し
、
一
部
戦
穐
の

若

方

は
通
ら
な
い
社
会
と
な
り
つ

い
腐
の
ζ
と
を
指
レ
て
い
た
が

つ
あ
ゐ
。

十
五
年
を
経
た
今
日
で
は
逆
に

④

あ

る
一
定
の
仕
事
を
繰
返

戦
静
派
が
国
民
の
大
部
分
と

な

え

し

て
す
る
う
ち
に
、
要
領
が

り
、
戦
前
派
は
一
部
分
の
少
数
わ
か
り
、
勘
が
で
き
落
度
が
な

人
口
に
な
り
、
な
お
、
そ
の
数
く
な
る
。
す
る
と
絶
大
な
自
慣

は
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
す
が
で
き
あ
が
る
。

な
わ
ち
、
自
然
的
社
会
(
経
験
そ
の
自
信
は
自
然
的
社
会
に
は

と
勘
の
戦
前
的
社
会
)
か
ら
、
通
用
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
国

人
工
的
社
会
(
頭
脳
的
知
性
に
定
し
て
し
ま
っ
た
経
験
や
勘
で

立
っ
た
現
在
社
会
)
に
変
化
し
は
大
き
な
変
化
の
あ
る
時
代
の

て
き
て
お
り
、

戦
削
派
の
考
え
-

巾
心
に
あ
ゐ
乙
と
が
難
し
く、

a-a冒
岨

Z
E引

a
E
，.
4岨・
6
a
2
2
2雪
g
a
=
a
a

一

麦
闘
挿
苗
川
前
作
麦
の
作
り
方

一か
ら
按
ヌ
て
いーか
ね
ば
な
り
ま
せ
一

↑ん
。
前
作
麦
mu
純
情
概
裂
は
つ
ぎ
一

一の
と
お
り
ア
す
。

一

一

的

作

式

麦
の
酔
一附
は
七
一

一
五

t
九
O
H
ン

(
ニ
-
E

J

三
一

一尺
)
蒔
幅

一
一九円
ン

(五
寸
)
の
一

一単
条
ま
た
は
}
五
O
H
ン

(五
一

窓
口
日
従
一
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
晩
植
は
増
収
一熟
期
か
ら
見
る
と、

大
体
成
熟
前

一尺
)
の
視
条
と
し
ま
す
。
盟
条
の
一

来
、
甘
藷
一で
き
な
い
か
、
そ
の
理
由
は
つ
ぎ
一十
t
十
五
日
目
ぐ
ら
い
に
あ
た
り一
場
合

選

の
収
量
は
慣
行
法
に
比

一

は
麦
の
収

一の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
ま
す
。
と
の
よ
う
に
晩
植
は
減
収
一べ
て
大
第
あ
り
ま
せ
ん
が
、
梅
条
一

震

に

植

石

活
者
が
悪
い。

∞

土

壌

τ
GJる
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

適
一
で
は
や
や
減
収
す
る
と
~
つ
で
あ
り
一

一の
温
度
が
高
す
ぎ
る
。

ω
土
一期
に
植
付
増
収
を
は
か
る
た
め
に
一
ま
す
。

し
か
じ
槻
条
H
機
関
力
、
一

え
つ
け
ら

一

一

一

一

事

水
分
約
不
足

ω
生
育
期
一は
ど
う
し
て
も
青

に
早
期
に
植

一畜
力
の
利
用
が
評
易
で
あ
り
ま
す
一

れ
る
の
が

一聞
が
短
い
。
特
に
地
調
が
高
す
ぎ
一
付
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
が

一の
で
畑
の
状
態、

農
機
具
、
経
営
一

普
通
で
あ
一
る
こ
と
が
、
悦
植
一誠
一
収
の
最
大
原
一
よ
く
お
わ
か
り
に
な
る
と
思
い
ま

一状
態
、
輪
作
等
に
よ
っ
て
判
断
し

一

り
ま
し
た

一因
で
あ
り
ま
す。

一す
。
ま
た
増
収
を
は
か
る
ば
か
り
一て
決
め
る
と
と
が
望
ま
し
い
も
の

一

が
こ
れ
で

一

甘
一緒
の
植
付
適
期
は
地
温
が
十
一
で
な
く

一で
す
。
犬
村
農
業
改
良
普
及
所
で

一

一八
J
十
九
度
(
摂
比
)
ぐ
ら
い
に一

ω労
力
の
配
分
を
よ
，¥
ず
る
=
一ま
畦
幅
一
五
O
H
ン
の
複
条

ω
万
一

は
お
そ
す

一

一

ァ

一;

一

一な
っ
た
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
地
一
め
に
も
制
作
り
土
の
流
亡
を
防

一法
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
(
刑
表
一

尊
重
一
万
で
は
平
坦
地
の
麦
闘
で
は
五
月

一益
事
高
め
る
た
め
に
も

一を
議

し

て
く
だ
さ
い
)

一

を
増
す
こ
一
上
旬
ご
ろ
に
は
適
期
L
な
り
ま
す

一

ぜ
ひ
麦
問
問
苗
を
行
な
わ
な
け

一

仙

品

種

線

麦
、
小
麦
の

一

と
は
期
待
一

甘
藷
の
組
付
適
期
を
裸
麦
の
成
一れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一別
そ
問
わ
な
い
し
ま
た
品
檀
も
従

一

①

今
年
に
入
っ
て
か

ι、
経

済
界
は
活
況
を
呈
し
て
お
り
.

昭
和
三
十
三
年

一
月
J
六
月
を

一
O
O
%
と
し
た
場
合
、

一ニ十

四
年

一
月

t
六
月
の
売
上
は
一

四
・
六
%
の
増
加
と
な
り
、
後

半
は
さ
ら
に
ニ
O
%
以
上
の
増

加
を
も
見
込
れ
る
。

と
れ
は
一
般
消
費
者
の
収
入
が

増
加
し
、
階
層
に
よ
る
収
入
が

年
々
平
均
化
さ
れ
、
品
位
の
高

い
物
を
求
め
よ
う
と
す
る
購
買

心
理
の
変
化
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、

一
般
大
衆
の
収
入
増

加
に
よ
っ
て
大
衆
消
費
の
時
代

が
今
後
予
想
さ
れ
、
大
量
消
費

の
傾
向
と
な
る
だ
ろ
っ
。

一
方

安
い
と
い
う
こ
と
は
魅
力
そ
失

う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②

購

買
決
定
権

(買
う
ζ
と

を
定
め
る
者
)
は
年
々
若
く
な

り、

ゴ
一十
二
年
の
調
査
で
は
四

十
才
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
、

三
十
四
年
で
は
二
十
七
才

t
三

十
才
に
な
っ
て
い
る
。

と
の
と
と
か
ら
、
若
い
層
の
集

る
閥
屈
で
な
け
れ
ば
繁
栄
し
な

い
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
少
な

く
と
も

ニ
十
五
才
以
下
の
客
が

七
O
%
ぞ
占
め
な
げ
れ
ば
、
斜

陽
鮮
営
と
い
わ
な
り
れ
ば
な
ら

な
い
。

③

戦
後
、
戦
後
派
と
い
う
言

に青年会議所でゼ
糾Y///，/，/.〆."γ〆."γ'//.iν..，H'///////.〆〆"//，〆〆'l/"/，，.，~・

一
前
作
麦
の
つ
く
り
方

一

昭和 34年 10月20日
(昭和33年4月22日第三種郵便牧1認可〉

問甘藷の麦問挿苗をやりたいのです

が前作麦の作り方を教えてください.
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u

-
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手'もや功物
問
問
九のυ

 

F
/
 

犬」あ、刀、。
斗
イ

経
営
の
ポ
イ
ン
ト
が
は
ず
れ
た

も
の
と
な
る
。

⑤

勘
で
な
く
、
感
、
す
な
わ

ち
感
受
性
を
常
に
養
い
、
創
意

力
に
富
ん
だ
経
閣
が
必
要
で
あ

り
、
鰐
営
む
陣
容
に
若
い
層
を

加
え
、
時
代
の
自
に
合
っ
た
新

鮮
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

F
a

弘、。

ナ
L
T
j
v購

買
の
動
機

2，951 <)8 287 

的
刷
機
、
商
品
的
動
機
、
価
格

的
動
凶
、
伺
宜
的
動
機
、
買
伝

的
動
機
、
商
庖
街
的
動
機
、
商

底
的
動
機
等
七
つ
の
原
因
者
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②

経
営
者
の
見
た
動
機
と
お

客
の
動
機
と
は
あ
る
程
度
相
違

し
て
く
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
だ

け
客
の
動
機
を
庖
に
生
か
す
と

と
が
大
切
で
あ
る
。

③

客
の
買
う
ま
で
の
心
理
の

動
き
を
み
る
と
、
注
意
↓
興
味

↓
連
組
↓
欲
望
と
な
り
、
で
き

る
だ
け
客
の
注
意
者
集
中
化
し

長
期
化
さ
せ
る
乙
と
が
肝
心
、

特
に
人
間
の
集
中
的
注
意
時
聞

が
一
秒
と
五
分
の
三
と
い
う
短

時
間
で
あ
る
と
と
か
ら
、
階
栄

の
定
能
や
欲
の
本
能
、
恐
怖
の

本
能
に
集
中
的
に
訴
え
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。

売

上

に

よ

る

段

階

区
分
(
荒
利

七
割
)

題
の
中
心
と
な
る
。
対
如
と
し

て
は
総
A
n

円
化
等
が
必
製
。

②

発

展
川
附
:
:
・二
万
1
五

万
で
経
質
が
庁
心
点
と
な
る
。

主
力
商
品
を
さ
め
る
必
要
あ
り

③

飛

臨
段
階
:
:
:
五
万
/十

万
で
資
金
繰
り
が
申
心
点
と
な

る
。
主
力
の
仕
入
先
の
集
叩
化

系
列
化
が
必
要
。

④

安
定
段
階
:
:
:
十
万
以
上

で
収
益
性
が
中
心
点
。
主
力
の

販
売
先
を
定
め
、
安
定
化
す
る

と
と
。

計

画

販

売

に

つ

い

て

あ
き
な
い
の
時
代
(
身
体
本

位
)
か
ら
商
売
の
時
代
(
信
用

本
位
)
へ
、
そ
し
て
現
代
は
マ

ー
ケ
ッ
チ
ン
グ
の
時
代
(
頭
脳

木
位
)
が
や
っ
て
持
た
む
け
で

あ
る
。

①

一
カ
年
古川
上
引
閥
、
月
売

上
計
画
、
日
売
上
計
画
と
そ
の

計
算
の
仕
方

(統
計
に
よ
っ
て

そ
の
%
を
出
す
乙
と
が
可
能
)

②

主
力
商
品
の
計
画
的
き
め

方
や
坪
数
め
与
え
万

①

屈

の
方
針
を
ど
乙
に
置
い

た
ら
よ
い
か
。

④

小
売
庖
と
い
え
ど
も
組
織

化
が
必
要
で
あ
る
。

⑤

特
に
社
長、

問
主
は
民
主

的
人
格
手
持
ち
.
全
員
の
協
力

を
得
る
と
と
が
必
要。

(
制
織

化
は
数
知
管
理
の
た
め
に
必
要

で
あ
り
‘そ
の
頂
点
た
る
社
長
、

府
主
的
影
響
に
つ
い
て
言
及
)

広
とと
広ヨ

の
秘
訣

;;j 
jて(

①

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
美
一

生
か
す
必
要
が
あ
る。

観
性
、
機
能
性
、
経
済
性
を
考
一

②

線

に
つ
い
て
例
を
と
れ
ば

え
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
美
観
一

l
lは
厳
粛
意
志
力
、

決
定
を

①

成
長
段

階

:
・
一日
二

万

性

の
中
で
色
彩
、
型
、
間
図
に
一

表
現
し
て
お
り
、

/
ば
動
き
を

①

購

買
の
動
機
に
は
、
愛
願
以
ド
の
商
凶
で
は
生
活
費
が
問

つ
い
て
は
、

そ
の
持
つ
特
性
を

一

表
わ
し
、
ま
た
一
は
近
親
感、

司
皇
宮

quE官
制

HUE-qa目
胃

E
ヨ
凋
姻
車
寄
皿
高
広
昌
冒
電

E
E
Z星
・
2
2=--a

・5宮a雪
E

・・5g
・・Ez--
・22
・哩Em--E=
一“・・2==-.
，aヨ
a
-
a
a哩
亘
書

's=
ョ.，a
ョ，

E
際
除
勧
長
官
お
シ
一
…J九十一一
圏
構
鱗
輔
盤
睡
瞳
蝿
輔
圏
直
腸
瞳
園
開

一い
ま
す
。
畜
力
、
機
械
力
を
利
用

一

鯛
幽
圃
圃

E
E掴
鰯

線

機

轡

潟

ゆ
泊

甜

醐

一す
れ
ば
能
率
が
あ
が
り
、
と
れ

笠

医

者

に

か

か

っ

た

時

園
圃
掴
闇
臨
瞳
踊
醐
麟
鳴
¥

町内一
一

面

¥

一一;

一ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
雑
草
が
か
え
一
は

現

金

で

支

払

い

を

盟

国

喝

し

ブ

ゾ

ゴ

っ
て
い
ま
ま
で
の
麦
跡
挿
苗
よ
り
一

国
民
健
闘
保
険
の
被
保
険
者
が

圃
F
U聞
置

司

吋
一一一ー
十

九

鱗

際

瀦

三

一¥パト
pj

、rJ
J

一
ょ

志

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
企
医
者
に
か
か

'Jrと
き
は
、
そ
の

園
理
瀦
遡
甥
畑
蹴
灘
点
滅

mwm-し

一た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一

都

度

医
療
世
の

π削
を
支
払
わ
な

国

明

側
、
べ♂

緩

総

樹

齢

院

蛾

鰍

鰍
怖
い-

主

甘
藷
苗
の
仕
立
方
、
苗
の
開
乏

け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
は
じ
ゅ
う

闘

べ
一一寸

二

一一
ケ
¥

一

開

親

探

w
ィ

一に
つ
い
て
は
後
日
詳
細
に
説
明
い

一ぶ
ん
と
軍
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

圃
眠
轡
い
ぺ
，i
闘

醸

¥

ー

三

た
し
ま
す
。

一が
、
も
し、

と
の
案
支
払
が
ず

圃

圃

-r
凡汁し

時

鵜

淑

雌

〓

園

周
酬
明
日
一
ン
一
一

器

一
〔
註
上
記
表

ω説
明
〕

一医
者
か
ぶ
促
、

督
促
を
つ
け
て

一

圃

圃

J
P
T鴨

川

J
Jf

闘

圃

属

国

F

一
一

量

一

麦

品

種

御

局
裸

一
も
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
、
医
者

一

圃

圃

掴
醐

臆

幽
閉

際
機
機
幽
圃
園

開

練

ン
J
i
J
r

一
計

一

甘
緒

品

樋

般
林
二
号

一は
市
に
依
頼
し
ア
被
保
険
者
に
諦

一

圃
鯛
韓
関
膨
幽
闘
機
悶
悶
噂
」

a
-
ペ

勝

校

(

一

挿
苗

凶
行
区

麦

刈
取
後
六

一求
か
で
き
る
よ
つ
に
な
っ
て
お
り

一

園

田

園

田

園

圃

圃

回

圃

園

田

F
r
&酷
掴

闇

一

月
十
日
抑
国

一

ま

す

。
と
の
よ
う
な
と
と
が
市
内

一

週
掴
覇
軍
圃
掴
温
園
田
園
田
翻
掴
圃
圏
一
一
週
掴
輔
副
翻

一
麦
間
挿
苗
区
五
月
十
日
麦
間

一
の
開
業
医
か
ら
市
に
惑

か

あ
っ

一

一

，
e

一

こ

桶

苗

一

て

お
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
戸
事
情

一一
来

ω品
種
で
訟
支
え
め
り
ま
せ
ん

一大
切
で
す
。
大
体
普
油
栽
培
の
二

一

一

一

一

一

1

1

。
一累
年
の
成
樹
で
は
麦
は
七
五
円
ン
一
も
あ
る
と
考
え
ま
す
が、

指
注
芯

一
一

け

掲

期

十

一

月

上
中
一答
位
減
じ
た
ら
よ
し
で
し
ょ
う

一の
単
条
区
で
五
%

一五
O
H
ン
一れ

た
凶
ま
で
に
納
入
し
な
い
場
合

服

昭

一
一旬
で
別
に
変
川
ま
せ
ん
ω

一

的

管

理

従

来

の
管
理
の

一の
被
条
区
で
十
五
%
の
減
阪
で
あ一
に
は
、
甫
税
と
間
織
の
処
幻
が
行

恥

航

一
一
的

施

肥
量

従

米
と
拠
出
一ほ
か
麦
同
じ
甘
藷
な
挿
苗
す
る
と
一り
ま
レ
た
が
、

一
方
甘
紺
は
麦
間
一な
わ
れ
ま
す
-
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

刻

対

法
は
変
り
な
し
か
、
例
伏
の
ヅ
て
一雑
草
が
多
く
な
む
傾
向
が
あ
り
ま

一掃
苗
に
よ

っ
て
一ニ
O
%
の
増
収
と一

ぃ
、
ま
た
医
者
に
か
か
っ
た
と
き

以
日

隙

れ
が
あ
お

で

ふ
ノ
ッ
ソ
質
の
追
出
一す
の
で、

安

円
高
は
冬
期
聞
か
な
り
、
結
果
L
お
い
て

番
町一挿
苗一
は
必
ず
そ
の
都
度
支
払
，っ
ょ
っ
と

J
ー
ー

は
ひ
か
え
同
じ
山
川
ず
る
こ
と
が
一
ら
加
付
則
ま
で
中
耕
除
草
を
行
な
一
が
よ
い
成
績
で
あ
り
ま
す
。

一

協

力
願
い
ま
す

(保
険
衛
庄
課
)

開
放
感
弘T
i
--
-。
陳
列
等
は
そ

の
並
べ
方
に
こ
の
基
本
線
そ
考

え
で
み
ぶ
と
と。

①

テ
レ
ビ
利
用
例
重
要
性
に

者
間
し
、
共
同
し
て
で
も
利
用

す
る
と
と
が
十、
切。

(宣
伝
的

動
機
の
中
、
新
聞
二
五
%
ラ
ジ

オ

一
五
%
テ
レ
ピ
二
八

%
等

で
最
高
で
あ
あ
。
)

①

シ

ョ
1
カ
1
ド
の
活
用
及

び
そ
の
持
続
、
特
に
書
体
等
は

変
え
な
い
と
い
)。

⑤

宣
伝
抗
体
と
し
て
の
拠
点

人
物
の
開
妬
等
。

jヶ;
;ゐ 1

1三j

木
桶
が
出
来
、
そ
の
商
品
が
有

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の

う
ち
木
桶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
が
過
ぎ
て
、

売
れ
な
く

な
っ
た
。
現
在
は
牛
馬
用
程
度

で
痕
跡
期
に
入
っ

て
い
る
。
と

の
木
桶
山
安
定
期
に
バ
ケ
ツ
が

生
ま
れ
、

生
長
し
、
現
在
、
安

定
レ
た
売
行
き
で
あ
る
が
、
す

で
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
今
製
が
そ
の

地
歩
を
侵
ず
様
相
そ
示
し
て
来

た
。
人
の
一
生
も
商
庖
の
盛
衰

も
乙
の
バ
ケ
ツ
の
一
庄
と
同
じ

で
発
住
期
か
ら
成
長
期
、
そ
し

て
安
定
期
、
そ
れ
か
ら
斜
陽
期

に
な
り
、

痕
跡
期
へ
落
ち
て
行

く
も
の
で
あ
る
。

乙
の
と
と
か

ら
安
定
期
の
時
代
に
つ
ぎ
の
時

代
を
背
負
う
者
を
立
派
に
作
り

上
げ
、
永
久
に
変
ら
ぬ
繁
栄
の

基
礎
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国
民
の
栄
饗
お
よ
び
食
生
活
性
の
病
気
も
増
え
て
い
ま
す
民
舘

改
善
に
対
す
る
関
心
は
次
第

大
村
保
健
所
で
は
不
合
理
な
ム
内
容

に
高
ま
り
、
国
民
栄
饗
調
査
食
生
活
の
改
善
と
栄
養
知
識
マ
展
示
会

H
二
十
七
、
二
十

の
結
果
で
は
栄
養
摂
取
量
は
を
普
及
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
八
日
午
前
九
時
J
午
後
五

逐
年
向
上
し
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い
ま
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が
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事
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時
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献
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駅
頭
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帯
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七
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J
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。
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。
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児
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、
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。
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一
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四
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三
浦
一
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一

中
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企
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滑
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政
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た
め
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融
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円
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四
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の
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市
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磐
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E
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っ
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を
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い
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。
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預
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一

地
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九
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項
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規
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一
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か
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民
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測
託
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別
表
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お
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昭
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決
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お
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な
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一

p

i

一を
知
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足
る
必
要
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書
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整

問

小

西

守

一
し
て
貸
付
申
込
件
数
回
十
二
件
同
一

一

一
備
さ
れ
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い
な
い
現
状
で
あ
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、

一金
額
六
百
九
十
七
万
円
、
貸
付
件

一

回

号
か
ら
つ
づ
き
】
及
び
水
産
に
関
す
る
諸
事
務
室
敬
三
十
件
間
金
額
三
百
二
十
四
万

一
叉
当
該
係
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い
て
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補
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効
果

(
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工
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課
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石
市
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割
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即
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尚
北
m
u
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(
昭
和
一
ニ
十
四
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七
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二
十
、
一

一

日

諮

問

針

路

忠

則

一

資

料

の

調

費

量

に
は
更
に
憲

一

許

諾

諸

説

話

十
一
日
実
施
)

一
力
が
払
わ
れ
て
い
る
と
と
を
認
め

一
用
い
る
よ
う
要
望
す

る

。

一

る

。

一

一

叉
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該

預

託

金
は

「
投
資
及
び
ニ

一
、
概
要

一ら
れ
る
が
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な
お
今
後
の
襲

に

一出
資
金
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の
費
目
よ
り
支
出
、

三

四
、
予
算
執
行
状
羽
等
に

当
課
は
課
長
以
下
八
名

(
内
兼
一
期
待
せ
ら
れ
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と
こ
巧
が
多
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。

一
期
預
金
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し
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預

入
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て

と

つ

い

て

務
一
名
を
含
む
)
で
商
工
係
及
び
一
二
、
金
融
機
関
に
対
す
る
一
り
、
そ
の
名
僧
は
市
長
名
儀
の
も
ニ

昭
和
三
十
一
三
ヰ
度
の
当
課
所
掌

水
産
係
の
ニ
係
に
分
れ
商
工
観
光
-
預
託
に
つ
い
て
一
の
と
蚊
入
役
名
儲
の
も
の
と
あ
る
こ
歳
出
予
算
執
行
状
況
の
大
要
は
別

りよ
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収
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お
日
J

m
月
M
日
受
付
)

一

本
人
位
才

2

A
久
原
郷

一
六
二

堀
田
松
太
郎

一A
竹
町駅
郷
五
三
一
大
塚
辰
雄

一一男

勝
則

口

才

9
-
m
一

本

人

目

才

7

企
小
路
口
郷
四
七
八
山
下
正

一A
弥
勤
寺
郷
八
回
大
庭
今
朝
雄

要

カ

ズ

ヱ

お

才

お

一

妻

タ
カ
臼
才

9

A
武
部
郷
一
四
一
五
山
口
良
み

一A
杭
出
津
郷
三
五
六
小
林
長
三

本
人
肝
才

2

一

郎

本

人

的

才

7

企
日
泊
郷
三
五

六

高
月
周

一

一企
武
部
郷
六
ニ

O

松
本
惣
卒

父

喜

作

釘

才

お

一

本

人

幻

才

叩

A
水
田
二
区

一二
五
号
山
本
七
一

企
杭
出
津
郷
四
九
三
林
大
己

平

妻

マ

セ

祁

才

お

一

同

居

片

岡

セ

ツ

mw
才

m

A
田
下
郷
一
七

O
五
岩
永
清
吉
一

A
港
町
四
七
五

浜
田
説

郎

母

妻

キ

ヲ

四
才

m

一

ト

ク

乃
才

ロ

A
水
主
町
六
六
三
西
勉
同
居
一

A
大
里
郷

一一

四
O

森
山
敏
夫

ダ
イ
河
才

3

一

同

居

山

申
シ
カ

日

才

ロ

A
抗
出
津
凶
区
三
八
六
号
吉
原
一
企
古
町
第
一
住
宅
七
号
東
坂
祥

ハ

ツ

ヨ

夫

新

治

相

才

初

一

卒

本

人

目

才

日

企
木
場
郷
一
六
九
七
野
口
光
男
一

A
片
町
住
宅
一
一
号
小
湊
了

二
女
京
子

5
才

叩

・
1
一
長
女
智
恵
子

0
才

日

企
乾
馬
場
郷
八

O
四

森
下
重
秋
一

、
長
嗣
刀

茂
幸

0
才

1

一

て
記
帳
し
た
処
理
、
或
は
牧
納
一
業
程
度
の
学
力
が
あ
り
、
昭
和
十

縛
の
摘
醇
欄
の
未
記
入
等
が
見
一
一
年
四
月
二
日
か
ら
十
七
年
四
月

受
け
ら
れ
る
。

一一

日
ま
で
に
生
れ
た
者
(
男
女
不

例
昭
和
三
十
三
年
度
収
納
簿
に

一理
J

海
水
浴
場
亮
庖
使
用
料
二
百
四

一一

受
験
申
込
は
十
一
月
十
六
日
ま

円

(
二
十
六
年
度
分
)
の
欠
員
一j

一
で
県
人
事
委
員
会
事
務
周
へ

処
分
の
記
帳
か
あ
る
が
、
当
該
一

年
度
ま
で
の

繰

越

手

続

は

と

ら

一

(

庶

務

課

)

れ
て
な
く
、
且
つ
欠
損
処
分
調
一

，

s
t
p
t
s
o
a

替
の
決
裁
も
な
く
(
関
係
課
に
一

被

保

険

者

証

は

回
議
中
)
処
理
さ
れ
て
い
る
の
一

ー

は
適
当
で
な
い
。

一

忘

れ

ず

に

窓

口

ヘ

村
土
摩
品
展
示
即
売
会
に
お
け
一

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

る
裏
目
購
入
の
即
売
品
の
量
一
医
者
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
被
保

は、

売
上
に
関
す
る
明
細
曹
と
一

一険
者
証
を
窓
口
に
提
出
す
る
乙
と

収
納
得
登
記
額
の
関
連
記
慣
を
一

な
お
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
一
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も
し
、
提

り
、
叉
残
品
も
処
理
未
済
の
ま
一
出
し
な
い
と
国
民
健
駿
保
険
の
被

ま
で
あ
り
、
早
急
且
つ
適
当
な
一
保
険
者
。
し
て
取
扱
わ
れ
ず
原
則

処
置
が
望
ま
れ
る
。

一と
し
て
、

全
額
支
払
わ
な
け
れ
ば

一
な
ら
な
い
乙
と
に
な
り
ま
す
。

県

職

員

の

採

用

試

験

一

ま

た

、

被
保
険
者
証
の
氏
名
欄

畏
崎
県
人
事
委
員
会
で
は
初
級
一
に
氏
名
が
記
入
し
て
な
い
と
受
診

県
職
員
の
探
用
試
験
を
十
一
月
一一一

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
出
生
、
転
入

十
九
日
畏
崎
市
ほ
か
四
カ
所
で
行
一
死
亡
、
転
出
な
ど
に
よ
っ
て
資
格

な
い
ま
す
。
資
格
は
高
等
学
校
卒
一
を
生
じ
た
り
、
失
っ
た
り
し
た
と

関

長
男

13 

ー
お
に
〈
山'や
…町一
み
以

き
は
、
被
保
険
者
証
を
添
付
し
て

十
日
以
内
に
岡
山
を
し
て
く
だ
さ

い
。
以
上
の
と
と
は
、
被
保
険
者

の
権
利
春
主
張
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
注
意
の
う
え
ど
協

力
願
い
ま
す
。

(
保
険
街
宣
課
)

= = 

ーー

-m 

-
ー白

，. 

公
卒
委
員
な
ど

き
ま
る

任
期
満
了
に
な
っ
た
つ
ぎ
の
各

委
員
は
九
月
市
議
会
定
例
会
で
つ

ぎ
の
各
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

A
会
卒
委
員
会
委

員

鹿
島
金
作

(
寿
古
郷
)

(
再
任
)

ム
監
査
委
員
北
野
康

(
東
本

町
)

(
再
任
)

ふ
教
育
委
員
会
委
員
朝
長
苦
馬

(
玖
島
郷
)
(
再
任
)

ム
固
定
資
問
仲
間
耐
側
帯
査
委
員
会
委

貝
久
松
金
六
(
幸
町
)
(
再

任

)

(

庶

務

課

)

税

務

課

に

十

月

十

五

管

理

係

設

置

日
税
務
課

に
管
理
係
房
設
り
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
に
伴
い
つ
ぎ
の
ど
お
り
人
事

異
動
者
発
令
し
中
立
し
た
U

(

カ
ッ

コ
内
は
川
任
)

心
税
務
調
停
い
倒
係
長
山
口
政
志

(
問
徴
蚊
係
長
)
〈
/
同
徴
収
係
長

中
尾
宏
美

(税
新
課
)
メ
農
林
課

農
務
係
長
谷
本
守
光
(
行
政
改

持
委
員
会
事
務
局
)
〈
教
育
委

員
会
庶
務
課
主
任
岩
永
五
郎

(
農
林
課
農
耕
係
長
)

(
庶
務
課
)

初
日
全
地
区
の

町
務
連
絡
委
員
会

全
地
灰
町
務
連
絡
事
員
迎
絡
協

議
会
は
十
月
三
十
日
午
後
一

時
三

十
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
摘
し

ま
す
。

な
お
同
席
上
で
有
功
断
務
璃
絡

委
員
と
優
良
納
税
組
合
場
表
彰
し

ま
す
。

(
甫
民
課
)


